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教祖 140 年祭に向かって
―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 588 号

全教一斉ひのきしんデー

基
礎
講
座         

　

　
　

根
室
会
場         

　

５
月
７
日
（
日
）
釧
根
支
部
内
、

根
室
会
場
に
て
、
天
理
教
基
礎
講
座

を
開
催
。　

　

奥
村
教
区
長
を
講
師
に
、
基
本
教

理
と
お
ぢ
ば
が
え
り
の
意
義
を
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
い
た
だ
き
、
11
名

の
方
に
受
講
い
た
だ
い
た
。

　

現
在
、
根
室
市
に
は
天
理
教
の
教

会
が
１
ヶ
所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

坂
下
寛
幸
支
部
長
よ
り
、「
な
ん
と

か
根
室
会
場
で
の
基
礎
講
座
開
催

を
」
と
依
頼
を
受
け
て
、
今
期
初
の

地
方
開
催
と
な
っ
た
。
日
本
最
東
端

の
根
室
会
場
で
の
基
礎
講
座
、
受
講

の
半
数
は
初
め
て
の
方
で
、
基
礎
講

座
開
催
を
と
て
も
喜
ん
で
頂
き
、
地

方
開
催
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
さ

せ
て
頂
い
た
。

　

次
回
は
、
７
月
９
日
（
日
）
函
館

支
部
を
会
場
に
基
礎
講
座
を
開
催
予

定
で
す
。ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
、

こ
の
お
道
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
お
ぢ

ば
の
風
を
届
け
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
基
礎
講
座
を
、
に
を
い

が
け
、
お
た
す
け
の
上
に
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。      

（
事
務
局
長 

佐
藤
元
展
）

講座の様子

三年千日歩み出しの年
　　　　　　　道内各地で一手一つに実動

函館市 北斗市 長万部町 倶知安町

余市町 札幌市清田区 札幌市西区 石狩市

苫小牧市 留辺蘂駅 稚内市 旭川市

富良野市 室蘭市 釧路市 広尾町 深川市

す
べ
て
お
た
す
け    

す

べ

て

喜

び     北

海
道

教

区
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教祖 140 年祭に向かって
―求道―　教えと熱を伝える「研修と伝道」

支
部
布
教
部
長
会
議

青 

年 

会

支
部
委
員
長
会
議

　

青
年
会
（
岡
田
茎
貴
委
員
長
）
で

は
、
4
月
30
日
、
教
務
支
庁
に
て
支

部
委
員
長
会
議
を
開
催
し
、21
名（
内

2
名
リ
モ
ー
ト
）
が
参
加
し
た
。

　

14
時
、
遥
拝
に
つ
づ
き
、
あ
ら
き

と
う
り
よ
う
指
針
を
唱
和
。

　

委
員
長
挨
拶
で
は
青
年
会
本
部
が

打
ち
出
し
た
新
た
な
基
本
方
針
「
心

を
澄
ま
す
毎
日
を
。」
を
軸
に
、
来

年
開
催
さ
れ
る
「
ど
さ
ん
こ
総
会
」

へ
の
協
力
を
促
し
た
。

　

そ
の
後
は
新
た
な
活
動
プ
ラ
ン

を
、
会
場
か
らYoutube

ラ
イ
ブ

配
信
で
全
国
の
会
員
に
向
け
発
信
。

続
い
て
、
支
部
委
員
長
同
士
の
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
行
い
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
「
教
区
と
支
部
の
連
携
を
よ
り
強

固
に
、
勇
ん
で
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
声
を
、
支
部
委
員

長
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

17
時
を
も
っ
て
会
議
を
終
了
。
そ

の
後
、
懇
親
会
を
設
け
、
委
員
長
同

士
の
交
流
を
図
っ
た
。

　
「
今
年
は
ど
さ
ん
こ
総
会
、
そ
し

て
教
祖
140
年
祭
に
向
け
て
、
よ
り
一

層
支
部
で
の
活
動
に
注
力
し
て
い
き

た
い
。
そ
こ
で
会
員
は
問
わ
ず
、
ぜ

ひ
諸
先
生
方
に
も
ご
協
力
を
仰
ぎ
た

い
」
と
委
員
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
。

― 

青
年
会
の
活
動
が
成
り
立
っ
て

い
る
の
は
、「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
！
」  

―

※
活
動
プ
ラ
ン
は
青

年
会
公
式Youtube

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
QR

コ
ー
ド
）
よ
り
閲
覧

可
能
で
す
。

青年会支部委員長会議

　

布
教
部
（
内
田
誠
司
部
長
）
で

は
、
5
月
2
日
、
前
期
の
支
部
布
教

部
長
会
議
を
開
催
し
た
。
諭
達
を
ご

発
布
頂
き
、
年
祭
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
て
半
年
あ
ま
り
。
個
人
・
教
会
・

支
部
と
し
て
の
心
定
め
の
上
に
、
如

何
に
し
て
実
動
出
来
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
他
の
支
部
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ

イ
ル
で
実
動
し
て
い
る
の
か
な
ど
を

確
認
し
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ

を
吸
収
し
て
、
と
に
か
く
実
動
し
て

い
こ
う
と
の
趣
旨
で
開
催
。
今
回
は

リ
モ
ー
ト
混
合
に
て
、
全
支
部
が
出

席
し
た
。

　

冒
頭
、
教
区
長
先
生
よ
り
、「
魚

が
獲
れ
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
海
が

元
気
に
な
る
よ
う
に
行
う
の
が
山
へ

の
植
林
で
あ
る
。
山
が
豊
か
に
な
る

と
養
分
が
蓄
え
ら
れ
海
に
ミ
ネ
ラ
ル

が
広
が
り
魚
が
戻
っ
て
く
る
。
こ
の

グループでねりあいを

定
例
に
を
い
が
け

　

布
教
を
志
す
者
の
会
「
や
ま
び
こ

会
」
で
は
、
４
月
23
日
と
5
月
18
日

に
定
例
の
布
教
活
動
を
行
っ
た
。

　

4
月
は
、
教
務
支
庁
か
ら
車
で
一

軒
家
の
多
い
住
宅
街
へ
移
動
し
て
、

２
人
１
組
で
約
40
分
、
戸
別
訪
問
に

回
っ
た
。

 　
時
折
、
み
ぞ
れ
が
混
じ
る
雨
天
で

し
た
が
、
日
曜
日
の
午
後
と
も
あ
り
、

在
宅
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
多
く

に
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

神
名
や
御
教
え
ま
で
お
伝
え
す
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
大
い
に
こ
の
道

の
に
を
い
を
か
け
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

ふ
り
か
え
り
で
は
「
結
果
は
直
ぐ

に
現
れ
な
い
が
、
今
で
き
る
こ
と
は

理
を
積
む
こ
と
」
と
断
ら
れ
る
こ
と

に
憂
う
こ
と
な
く
、
一
件
一
件
丁
寧

に
訪
問
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
の
意
義

を
確
認
し
た
。

　

今
、教
祖
の
年
祭
活
動
に
あ
り
「
非

常
時
」
で
す
。
年
祭
の
意
義
は
「
ひ

な
が
た
の
実
践
」。
今
は
た
す
け
一
条

の
道
を
力
強
く
推
し
進
め
る
と
き
で

す
。
先
ず
は
に
を
い
が
け
に
歩
か
せ

て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
は
6
月
29
日
午
前
９
時
教
務

支
庁
集
合
で
す
。      

（
代
表
藤
野
充
普
）

戸別訪問

山
へ
行
っ
て
一
本
一
本
苗
木
を
植
え

て
い
く
と
こ
ろ
に
元
気
が
出
て
く

る
。
私
た
ち
で
例
え
る
な
ら
ば
、
こ

の
一
本
一
本
は
一
軒
一
軒
の
戸
別
訪

問
で
あ
っ
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

り
や
路
傍
講
演
、
神
名
流
し
で
あ
ろ

う
。私
も
苗
木
を
植
え
て
い
る
一
人
、

皆
さ
ん
も
今
自
分
た
ち
の
役
目
だ
と

思
っ
て
、
植
樹
と
し
て
の
種
ま
き
の

相
談
を
し
て
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
年
祭
活
動
に
向
か
い
実
動

し
て
い
る
方
の
映
像
を
視
聴
。
そ
の

後
、
4
、
5
名
に
分
か
れ
て
、
ね
り

あ
い
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
定
例
の

布
教
活
動
が
出
来
て
い
る
か
、
計
画

が
あ
る
か
の
確
認
と
、
年
祭
活
動
に

支
部
と
し
て
取
り
組
む
様
子
、
実
動

し
て
い
る
教
会
の
姿
を
紹
介
し
合

い
、相
互
に
大
き
な
参
考
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
各
グ
ル
ー
プ
毎
の
ね
り
あ
い

内
容
を
紹
介
し
、
事
務
局
よ
り
、
全
教

一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
、
に
を
い
が
け

デ
ー
に
つ
い
て
の
連
絡
と
、
教
区
支
部

情
報
ネ
ッ
ト
、
や
ま
び
こ
会
、
布
教
の

家
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
最
後
に
布

教
部
長
は
、「
現
在
、
実
動
出
来
て
な

い
状
況
で
も
ま
だ
ま
だ
遅
く
な
く
、
一

人
か
ら
で
も
始
め
ま
し
ょ
う
。
も
し
始

め
の
一
歩
か
ら
を
教
区
布
教
部
と
共
に

行
い
た
い
と
い
う
支
部
が
あ
れ
ば
是
非

声
を
か
け
て
下
さ
い
。
共
に
支
部
と
し

て
の
布
教
の
実
動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
訴
え
か
け
閉
会
と
な
っ
た
。

　

終
了
後
、
有
志
数
名
は
勇
ん
で
札
幌

の
街
を
神
名
流
し
・
路
傍
講
演
に
歩
い

た
。
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教祖 140 年祭に向かって
―たすけあい―　悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

― 

主
事
　
岡
崎 

秀
人 

―    
た
す
け
あ
う
心

　

私
が
小
学
生
の
頃
、
毎
年
の
夏
の

子
ど
も
練
成
会
が
本
当
に
楽
し
み
で

し
た
。
お
金
の
な
い
中
、
ど
う
や
っ

て
子
供
た
ち
に
喜
ん
で
貰
お
う
と
真

剣
に
取
り
組
ま
れ
た
当
時
の
青
年
会

の
熱
い
思
い
が
子
ど
も
た
ち
の
心
を

育
て
、
室
蘭
支
部
ひ
と
す
じ
会
の
良

き
伝
統
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
理
高
校
2
部
に
進
む
と
、
毎
週

の
如
く
お
ぢ
ば
の
北
海
道
教
区
事
務

所
に
通
い
ま
し
た
。
親
友
の
伊
月
君

（
札
和
分
教
会
前
会
長
）
と
二
人
、

新
井
の
叔
母
ち
ゃ
ん
の
小
言
を
念
仏

の
如
く
聞
き
流
し
な
が
ら
ご
馳
走
に

な
っ
た
り
、
森
先
生
や
熊
倉
先
生
が

週
刊
誌
の
取
り
合
い
で
仲
良
く
相
撲

を
取
る
の
を
見
た
り
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
場
で
多
く
の
会
長
さ
ん
や
先

輩
よ
り
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
く
事
が

出
来
た
の
で
す
。

　

人
と
人
は
助
け
合
う
因
縁
の
理
で

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味

学 

生 

会

新
入
生
歓
迎
会
ー
「
し
ん
め
」
ー

で
系
統
は
骨
で
あ
り
重
要
で
す
が
、

私
自
身
は
横
の
つ
な
が
り
に
肉
を
巻

い
て
育
て
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

教
祖
140
年
祭
に
向
か
う
旬
に
あ
り

な
が
ら
、
人
に
感
心
し
て
貰
え
る
よ

う
な
こ
と
は
何
も
出
来
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
こ
と
を

更
に
継
続
し
、
加
え
て
「
今
で
き
る

こ
と
を
し
て
い
こ
う
」
と
心
が
け
て

い
ま
す
。
詰
所
の
教
養
掛
が
揃
わ
な

く
て
困
っ
て
い
る
と
聞
き
、
3
年
間

毎
年
出
さ
せ
て
頂
く
こ
と
、
教
区
事

務
所
に
人
材
育
成
の
為
に
少
額
な
が

ら
毎
月
寄
付
を
続
け
る
こ
と
な
ど
。

　

今
私
は
、
初
代
が
歩
ん
だ
道
を

綴
っ
た
書
き
物
を
何
度
も
読
み
返
し

て
い
ま
す
。
昭
和
元
年
入
信
の
初
代

は
百
歳
ま
で
長
命
し
、
数
多
く
神
様

の
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お

ぢ
ば
に
帰
る
際
に
は
「
仕
入
れ
に

行
っ
て
く
る
」
と
言
っ
て
、
毎
月
一

れ
つ
会
に
足
を
運
び
寄
付
を
し
て
く

れ
た
徳
の
貯
金
の
お
陰
で
、
今
思
え

ば
私
は
お
金
に
困
る
事
は
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
天
理
大
学
進
学

後
、
私
自
身
頂
い
た
一
れ
つ
会
の
扶

育
金
に
も
本
当
に
た
す
け
て
頂
き
ま

し
た
。

　

初
代
の
言
葉
を
読
み
、
教
会
の
信

仰
、
家
の
信
仰
の
元
一
日
を
振
り
返

る
中
で
、
教
区
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「
す
べ
て
喜
ぶ
」
為
に
は
「
勇
む

こ
と
」が
先
だ
と
思
い
至
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、勇
む
為
に
は
「
お
た
す
け
」

を
心
か
ら
離
さ
な
い
で
通
る
こ
と
が

肝
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

総 

会 

開 

催

お
う
た
合
唱
団

　

教
区
お
う
た
合
唱
団
（
荒
川
善
孝

団
長
）
で
は
、
4
月
30
日
教
務
支
庁

に
て
総
会
を
開
催
し
９
名
が
参
加
。

　

昨
年
度
の
活
動
と
決
算
報
告
。
そ

の
後
、
今
年
度
の
活
動
予
定
を
確
認

し
あ
っ
た
。

　

総
会
前
に
は
、
新
年
度
は
じ
め
て

の
合
唱
練
習
が
行
わ
れ
た
。
合
唱
団

で
は
、
毎
月
、
日
を
設
け
て
合
唱
練

習
を
し
て
い
る
。

　
《
い
つ
で
も
団
員
を
募
集
し
て
い

る
の
で
ご
興
味
の
あ
る
方
、
歌
う

の
が
好
き
な
方
な
ど
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。》

※ 

団
員
募
集
、
合
唱
練
習
（
次
回
6
／
10
、

７
／
22
）
に
つ
い
て
は
荒
川
団
長
ま
で
。

合唱練習

　

学
生
会
（
松
村
笙
平
委
員
長
）
で

は
、
5
月
6
日
教
務
支
庁
を
会
場
に

新
入
生
歓
迎
会
を
開
催
。

　

し
ん
め
〜
花
見
だ
よ
全
員
集
合
〜

と
名
打
っ
て
行
わ
れ
、
20
名
が
参
加

（
内
初
参
加
者
5
名
）。
そ
の
中
の
一

名
は
未
信
者
家
庭
の
学
生
で
初
め
て

お
道
の
行
事
に
参
加
し
た
。

　

新
高
校
生
、
専
門
、
大
学
生
を
新

会
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
新
年
度
の

新
た
な
生
活
を
送
る
学
生
が
互
い
の

居
場
所
と
な
り
、
た
す
け
あ
い
支
え

あ
う
場
と
な
っ
て
い
く
こ
と
の
認
識

を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た
。

　

自
己
紹
介
、
ゲ
ー
ム
や
中
島
公
園

で
の
お
花
見
散
歩
を
通
し
て
、
初
参

加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
学
生

会
ス
タ
ッ
フ
が
心
を
配
り
、
そ
の
結

果
、「
ま
た
是
非
参
加
し
た
い
」
と 中島公園でお花見

喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

し
っ
か
り
親
睦
も
で
き
次
へ
繋
が
る

活
動
と
な
っ
た
。
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北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

5
月
1
日　

青
年
会　

M
eets!

　
　
　
　
　

編
集
長
会
議

　
　

2
日　

一
手
一
つ
お
願
い
づ
と
め

　
　
　
　
　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

支
部
布
教
部
長
会
議

　
　

3
日　

事
情
願
書
発
送

　
　
　
　
　

任
命
願
書
発
送

　
　

4
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

6
日　

学
生
会 

新
入
生
歓
迎
会

　
　

7
日　

基
礎
講
座 

根
室
会
場

　
　

11
日　

会
計
部
会
議

　
　

15
日　

会
計
部
会
議

　
　

16
日　

災
害
対
策
委
員
会

　
　

18
日　

や
ま
び
こ
会

　
　

21
日　
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
事
務
局
会
議

　
　
　
　
　

会
計
部
会
議

　
　

23
日　

教
区
長
帰
本

　
　

25
日　

喜
び
お
た
す
け
委
員
会

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

主
事
会

　
　

27
日　

お
う
た
合
唱
団

　
　
　
　
　

教
区
長
帰
庁

　
　

28
日　

教
区
長  

空
知
支
部
総
会

　
　

29
日　 

教
務
支
庁 

ふ
せ
こ
み
ひ
の
き
し
ん

　
　

31
日　

た
す
け
推
進
会
議

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

札
幌
白
豊
支
部　

豊
札
分
教
会（
蒲
生
）

　
　

奉
告
祭　

6
月
18
日

髙橋 明裕  氏
44 歳

（
令
和
5
年
4
月
18
日
お
運
び
）

日
高
支
部　

静
内
分
教
会
（
洲
本
）

　
　

奉
告
祭　

7
月
2
日

石上 一博  氏
45 歳

函
館
支
部　

恵
園
分
教
会
（
郡
山
）

　
　

奉
告
祭　

6
月
17
日

関口 康子  氏
58 歳

（
令
和
5
年
4
月
26
日
お
運
び
）

訃
　
報

　
　

立
教
一
八
六
年
・
令
和
５
年

　・
菊
地　

勝
之    

様　

2
月
6
日
出
直（
82
歳
）

　

愛
別
分
教
会
前
会
長　

         （
上
川
支
部
）

・
澤
田 　
清   　
様　

5
月
12
日
出
直（
91
歳
）

　

名
美
分
教
会
長　
　
　
　

     （
宗
谷
支
部
）

松村笙平
大学3年

《
学
生
会
委
員
長
紹
介
》

　

5
月
よ
り
天
塩
支
部
の
松
村
笙
平

（
八
木
・
智
恵
文
）
さ
ん
が
教
区
学
生

会
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。

第588号 立教186年（2023）6月1日
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教祖 140 年祭に向かって
―災害対策―「ひのきしんの実践と訓練」装備と備蓄

支
部
総
会
報
告

庁舎 外の窓拭き

●
ふ
せ
こ
み
ひ
の
き
し
ん

  　
　

教
務
支
庁
に
て
毎
月
29
日

●
室
蘭
支
部

　

室
蘭
支
部
（
秦
野
聖
一
郎
支
部
長
）
で
は
、

5
月
3
日
、
本
輪
西
分
教
会
に
て
支
部
総
会
を

開
催
。

5
／
20
ま
で
の

　
　

報
告
分
掲
載

詳
細
は
教
区
HP
を

●
札
幌
北
西
支
部
・
婦
人
会
合
同

　

札
幌
北
西
支
部
（
荒
木
志
朗
支
部
長
）
で
は
、

5
月
5
日
、
札
幌
分
教
会
に
て
支
部
及
び
、
支

部
婦
人
会
（
荒
木
和
子
主
任
）
の
合
同
総
会
を

開
催
し
、
68
名
が
参
加
。

●
網
走
支
部
・
婦
人
会
合
同

　

網
走
支
部
（
倉
内
章
次
支
部
長
）
で
は
、
5

月
9
日
、
網
走
大
教
会
に
て
支
部
及
び
、
支
部

婦
人
会
（
松
木
り
き
子
主
任
）
の
合
同
総
会
を

開
催
し
、
41
名
が
参
加
。

●
函
館
支
部

　

函
館
支
部
（
内
田
誠
司
支
部
長
）
で
は
、
5
月
9

日
、
北
開
分
教
会
に
て
支
部
総
会
を
開
催
し
、
38
名

が
参
加
。

室蘭支部総会


